
 （ 例示６ ）                 産経セ受付番号（       ） 

       経 営 革 新 等 事 業 計 画 書 

                   （企業名：   ○○○ 株式会社） 

① 経営革新等の目標  

目標１ 
(課題名) 

受発注管理システム構築による出荷体制の整備 
 

目標２ 
(効果) 

受注情報と発注情報を一元管理し、迅速な出荷を実現する。 
同時に在庫情報とリンクし適正な在庫管理を実現。 
顧客の出荷ニーズに応える。（迅速な出荷処理） 

目標３ 
(目標２の
具体的数値

目標) 

受注から出荷まで 1日～2日に短縮。 
欠品率２％削減。 
在庫回転数の３％削減。 
顧客に対するクイックレスポンスの実現（即答） 

達成時期 (目途) 平成１８年 ２月  (平成１７年度内の時期を記入のこと) 
② 経営革新等の具体的内容及び既存事業との関係 

顧客のニーズは、迅速な出荷にあり、その到着日時と迅速化は顧客に対する付加価値の

実現となる。受注から出荷まで情報を一元管理し、顧客満足度をアップさせると共に、

適正な在庫管理を実現する。 
 
 

③ 支援を求める内容 
 
現場の受注状況と出荷体制の改善指導。 
ＩＴを利用した受発注管理システムの構築。 

④ 専門家の派遣場所 
(〒   －    ) 
 岐阜県○○市××町△△番地 

                 １ ― ２ 


